
嬉野市議会議員　 田中政司

実施月日

実施時間

調査先

調査所在

調査の目的

調査先担当者

経 費 の 内 容 支 払 先 金 額 （ 円 ）

旅費・宿泊費
長崎～羽田　往復航空券
東京１泊

祐徳旅行株式会社 60,930

交通費 6,110

合　　　計 67,040

※裏面に領収書、開催通知等を貼付のうえ、実績報告書の支出明細に添付すること。

佐賀空港へ配備予定のⅤ－２２（オスプレイ）や他航空機（ＣＨ４７等）の現地調査及び研修

（様式３－２）　調査研究活動記録票（先進地視察又は現地調査に要する経費）

令和5年7月4日

７月４日　１３：００～１４：３５

千葉県木更津市・陸上自衛隊木更津駐屯地

千葉県木更津市吾妻地先

会議や研修等の資料についても整理保管すること

第１ヘリコプター団　団長　陸将補　廣瀬敏彦氏　　他担当官

内容・結果等

上記活動に要し
た経費

（目的）
　今回、佐賀空港へ自衛隊輸送機Ⅴー２２（オスプレイ）が配備されることが決定した。大野
原演習場を有する嬉野市にとっては、大野原演習場を利用したオスプレイの飛行訓練など
が当然想定されるため、その場合の飛行ルートや飛行高度など現段階における状況を把握
しておく必要がある。
（研修・視察内容）
　木更津駐屯地は、敷地面積が２１０万平方メートルで、隊員約１０００名が勤務されており、
隊員や物資の運搬を担当する第一ヘリコプター団をはじめ、部隊の航空機約70機が配備さ
れている。今回は駐屯地の指令を務めておられる廣瀬敏彦陸将補を表敬訪問させていただ
いた後、それぞれの機体を実際に拝見し、担当官より機体の詳細な説明を受けた。
①Ⅴ－２２（オスプレイ）・・乗員３名＋搭乗者２４名、巡航速度は時速４６５ｋｍで航続距離は
約２６００ｋｍ、水陸機動団の団員輸送に重要な役割で災害時の救援や離島などの急患輸
送などにおいても利用される。
②ＣＨ-４７・・乗員3名+搭乗者55名で、現在一番大型の輸送機。高機能の車両等も輸送で
き、災害派遣や救助活動に威力を発揮している。
③EC-225LP・・乗員２名+搭乗者20名の要人輸送ヘリ。天皇陛下や総理、国賓等の輸送に
利用されている。
（まとめ・感想）
　第１ヘリコプター団は、国内の自衛隊の様々な輸送業務を担当する部隊の中心で、佐賀
空港に配備されるオスプレイの部隊もこのヘリコプター団の所属になるということであった。
今回、地上で待機しているオスプレイの機内には搭乗できたが、実際の飛行はできなかった
のが残念であった。
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祐徳旅行株式会社

合　　　計

※裏面に領収書、開催通知等を貼付のうえ、実績報告書の支出明細に添付すること。

日本の防衛力についてとオスプレイ配備の意義と大野原演習場への影響について

（様式３－２）　調査研究活動記録票（先進地視察又は現地調査に要する経費）

令和5年7月5日

７月5日　10：00～11：00

防衛省・防衛整備庁会議室

東京都新宿区市谷本村町5-1

防衛省　整備計画局　防衛計画課長　伊藤 晋哉　氏
防衛省　防衛政策局　運用調整参事官　菊池 哲史 氏
防衛省　地方協力局　西日本協力課　鍋田 克己 氏　　他施設計画課職員

内容・結果等

（研修、意見交換内容）
　・防衛省　大臣官房審議官の北尾氏より歓迎の挨拶を受けた。
　・伊藤防衛計画課長より、現在の日本の防衛力の現状や、佐賀空港へのオスプレイ配備の
目的などについて説明を受けた。
　①国の防衛の必要性・・外交によって戦争を未然に防ぐことが最重要。しかし、外交を尽くし
ても戦争に至ってしまうことがある。他国からの侵略を防ぐ為には、国を確実に守り抜く力を
もって「日本を攻めても目標は達成できない」と他国に思わせることが必要である。
　②陸自オスプレイ（Ⅴ－22）の必要性・・オスプレイは従来の輸送機より巡航速度や航続距
離など、はるかに高い能力を有しており、陸上自衛隊相浦駐屯地に配備された水陸起動連
隊などを輸送など、島嶼防衛能力を強化するうえで不可欠な装備品である。また、その高い
能力は災害活動や離島における急患輸送にも極めて有益である。
　・菊池運用参事官よりオスプレイの佐賀空港配備後の大野原演習場との関係についての
説明。
　①大野原演習場は有益な演習場である。九州には他にも演習場があるので、現段階でど
のような利用がされるのか具体的な事はわからない。利用する場合の飛行ルートについては
市街地上空をなるだけ避けたルートになりのではと考える。
（まとめ・感想）
　ロシアのウクライナ侵攻や北朝鮮のミサイル発射、中国の軍事力強化など、我が国は戦後
最も厳しく複雑な安全保障環境に直面していることを、説明をうけ改めて痛感した。そのため
の国防の意義を再認識させられた。大野原演習場の利用については詳細な利用については
現段階での説明は控えられたが、これを機に情報収集をしていかなければと考える。

上記活動に要し
た経費

会議や研修等の資料についても整理保管すること


